
元
の
諸
帝
の
文

　
　

Ｉ
Ｉ
元

　

史

　

叢

　

説
學

に）

の

Ｊ

　
　
　
　
　
　
　

（
三
）

　

文

　

宗

　

（
下
）

　
　
　

ま
づ
文
宗
が
書
に
對
し
て
一
隻
眼
を
具
へ
て
ゐ
た
こ
と
は
、

　
　

前
の
虞
集
抜
擢
の
挿
話
に
よ
っ
て
も
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
が
、

　
　

更
に
「
書
史
會
要
」
の
班
惟
志
の
條
に
は
、
帝
が
そ
の
書
の
俗

　
　

悪
さ
を
評
し
て
「
如
酔
漢
罵
街
」
と
い
っ
た
と
い
ふ
こ
と
が
見
え

　
　

る
。
よ
っ
ぱ
ら
ひ
の
喧
嘩
と
は
仲
々
通
ぶ
つ
か
許
語
で
あ
る
。

　
　
　

ま
た
批
評
眼
を
そ
な
へ
て
ゐ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
身
翰

　
　

１
　
を
御
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。
な
か
ん
づ
く
、
有
名
な
宸
翰
は
、

　
　

か
０
「
奎
章
閣
記
」
で
あ
っ
て
、
文
は
前
に
述
ぺ
た
や
う
に
、

　
　

虞
集
の
代
作
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
書
は
帝
の
自
書
で
あ
り
、
そ

　
　

れ
を
石
に
刻
し
て
、
き
は
め
て
少
数
の
拓
本
を
諸
臣
に
賜
は
っ

Ｓ３

　

た
。
Ｌ
尤
季
の
人
の
集
に
は
、
し
ば
し
ば
そ
の
践
が
見
え
る
。
ま

士
口

Ｊ

幸

　

次

　

郎

づ
虞
集
の
「
道
園
學
古
録
」
略
に
見
え
た
も
の
を
皐
げ
れ
ば
、

　
　
　
　

題
御
１
　
奎
章
閣
記
後

　
　

御
書
奎
章
閣
記
、
初
刻
石
、
蒙
賜
草
本
者
甚
少
、
嘸
賜
者

　
　

閣
學
士
書
旨
具
成
案
、
然
後
持
詣
楊
前
、
中
臭
而
後
予
之

　
　

蓋
慣
重
之
至
、
此
一
省
今
侍
書
學
士
臣
柔
来
、
以
震
書
櫃

　
　

密
院
事
充
承
制
學
士
時
所
被
受
者
也
、

　

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
拓
本
を
下
賜
さ
れ
た
も
の
は
、
ご
く
少
数

で
あ
り
、
且
つ
下
賜
０
際
に
は
、
奎
章
閣
の
學
士
が
必
や
勅
裁

嗜
仰
ぐ
こ
と
に
な
つ
て
ゐ
た
。
同
じ
や
う
な
経
緯
は
、
黄
漕
の

「
黄
學
士
文
集
」
忖
一
一
の
次
の
践
に
も
見
え
る
・

　
　
　
　

恭
践
御
書
奎
章
閣
記
石
刻

　
　

天
暦
二
年
春
三
月
、
上
肇
開
奎
章
閣
、
延
登
儒
流
、
・
入
侍

　
　

燕
間
、
冬
十
月
、
臣
鐸
爾
直
作
頌
以
猷
、
至
順
二
年
春
正
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月
、
御
製
閣
記
成
、
秋
某
月
某
甲
子
、
大
學
士
泰
禧
宗
禰

　

使
臣
阿
業
傅
旨
、
以
刻
本
賜
焉
、
臣
鐸
爾
直
柿
路
而
退
、

　

襲
蔵
惟
謹
、
以
臣
渚
待
罪
太
史
、
忌
憚
紀
其
歳
月
于
下
方
、

　

臣
穎
聞
前
侍
書
學
士
臣
集
篤
臣
言
、
皇
上
以
萬
機
之
暇
、

　

親
洒
宸
翰
、
書
奎
章
閣
記
、
刻
賞
禁
中
、
凡
墨
本
悉
識
以

　

天
暦
之
賓
、
或
加
用
全
章
閣
賓
、
港
賜
者
必
閣
學
主
書
目

　

具
成
案
、
持
詣
楊
前
覆
奏
、
然
後
予
之
、
非
文
學
侍
従
近

　

臣
、
篤
上
所
知
遇
者
、
未
官
幄
界
、
臣
鐸
爾
直
宮
上
践
昨

　

之
初
、
以
保
寧
等
處
萬
戸
、
召
對
明
仁
殿
、
持
詔
騒
兵
河

　

東
映
西
、
尋
以
前
鋒
迎
敵
、
返
巡
鎖
柑
安
河
南
山
東
、
叉

　

被
旨
督
諸
将
平
雲
南
、
陛
尉
之
日
、
既
賜
之
弓
矢
、
及
他

　

服
用
貴
珍
之
物
、
以
重
其
行
、
逮
凱
旋
而
復
命
也
、
顧
以

　

１
　
驀
進
、
而
特
預
是
賜
、
殊
常
之
恩
、
負
絶
前
比
、
茲

　

蒼
時
清
主
聖
、
弛
武
而
隆
文
、
示
之
意
智
、
以
風
属
于
四

　

方
、
将
使
中
林
兎
笠
之
士
、
莫
不
鼓
舞
愛
化
於
雲
漢
昭
回

　

之
下
、
甚
盛
徳
也
、
一
順
一
暁
、
豊
虚
乎
哉
、
臣
鐸
爾
直

　

以
周
通
之
才
、
出
入
文
武
、
動
協
上
意
、
抑
可
謂
不
辱
君

　

賜
矣
、
臣
是
用
備
著
之
、
若
夫
天
縦
聖
能
、
心
書
超
詣
、

　

有
非
疏
賤
下
愚
所
得
而
窺
測
者
、
不
敢
賛
一
附
也
、

こ
れ
は
鐸
爾
直
、
す
な
は
ち
「
元
史
」
列
傅
ぴ
Ｉ
〇
蕩
兄
只

に
賜
は
っ
だ
拓
本
の
践
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
拓
本
に

は
す
べ
て
「
天
暦
之
賓
」
、
或
ひ
は
「
今
章
閣
賓
」
と
い
ふ
印
記

が
押
し
て
あ
り
、
文
學
侍
従
の
近
臣
で
、
上
の
知
遇
を
辱
く
し

た
も
の
り
み
に
賜
は
る
０
が
、
原
則
で
あ
っ
た
。
「
天
暦
之
賓
」

「
奎
章
閣
賓
」
と
い
ふ
二
つ
０
印
記
に
つ
い
て
は
、
「
榛
耕
録
」

巻
こ
ヽ

一
Ｉ

　
　

文
宗
開
全
章
閣
、
作
二
璽
、
一
日
天
暦
之
賓
、
】
曰
今
章

　
　

閣
賓
、
命
臣
虞
集
篆
文
、

と
見
え
て
ゐ
る
が
、
こ
の
印
記
は
、
ひ
と
り
御
書
の
拓
本
に
用

ひ
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
閣
に
蔵
し
た
書
書
に
も
押
さ
れ
た

筈
と
思
ふ
０
で
、
先
日
大
阪
美
術
館
で
、
祠
九
１
　
の
竹
を
見
た

あ
と
、
偶
然
、
田
中
豊
蔵
先
生
に
お
目
に
か
ｘ
つ
た
瑚
、
傅
世

０
書
書
で
こ
の
印
記
を
鈴
し
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
と
、
お

伺
ぴ
し
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
か
で
見
た
や
う
に
思
ふ
、
東
京
へ
諮

っ
た
ら
調
べ
て
お
い
て
や
ら
う
と
０
、
仰
せ
で
あ
っ
た
。
私
は

先
生
０
御
返
事
を
待
っ
て
ゐ
る
。
ま
た
石
田
幹
之
助
も
同
様
の

記
憶
が
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

　

次
に
馬
組
常
の
「
石
田
先
生
文
集
」
Ｗ
に
見
え
た
も
の
は
、

岨
常
自
身
が
頂
い
た
本
の
賛
で
あ
る
。

　
　
　
　

恭
賛
御
書
奎
章
閣
記
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至
順
二
年
十
一
月
七
日
、
上
遣
内
侍
至
臣
１
　
常
門
、
賜
臣

阻
常
御
書
全
章
閣
記
碑
本
一
幅
者
、
臣
１
　
常
冗
鎖
下
品
、

才
識
浅
薄
、
切
被
光
柴
、
‐
待
罪
風
紀
、
夙
夜
恐
惧
、
無
滑

埃
補
報
於
聡
明
之
萬
一
、
不
得
斥
逐
、
則
篤
大
幸
、
顧
廼

曲
加
天
寵
、
狼
賜
宸
翰
、
煥
乎
日
月
之
光
華
、
郁
乎
雲
漢

之
昭
回
、
義
書
八
卦
、
揚
叙
九
暗
、
雖
有
義
有
文
、
亦
不

是
過
也
、
何
則
義
有
義
而
無
文
、
揚
有
文
而
無
義
、
必
待

周
文
箕
子
者
出
、
然
後
文
義
大
備
、
垂
乏
無
窮
、
今
皇
帝

陛
下
郎
位
之
明
年
．
開
奎
章
閣
、
布
政
四
方
、
大
臣
公
卿
、

以
次
進
對
、
少
川
則
覧
古
文
圓
書
、
綜
嬢
古
今
、
求
其
治

飢
之
原
、
以
施
於
天
下
、
戒
於
群
成
、
廼
製
奎
章
閣
記
、

倅
工
官
儀
諸
楽
石
、
茲
皆
萬
萬
世
無
疆
之
慮
也
、
狩
鰍
盛

哉
、
臣
阻
常
受
賜
、
不
勝
感
戴
聖
徳
、
北
向
百
昇
斎
鉢
、
．
．

謹
篤
四
言
詩
、
以
賛
於
後
云
、

皇
帝
明
聖
、
受
天
之
命
、
・
撫
御
四
海
、
民
物
返
性
、
物
性

既
遂
、
太
和
雍
煕
、
雨
陽
咸
宜
、
于
于
施
施
、
清
燕
暇
逸
、

不
遊
不
田
、
刻
文
垂
訓
、
萬
世
是
傅
、
賤
臣
荷
寵
、
天
光

臨
門
、
賓
蔵
私
家
、
以
遺
子
孫
、
臣
昇
稽
首
、
維
聖
作
憲
、

義
書
揚
瞭
、
法
天
行
健
、
有
義
有
文
、
於
昭
日
星
、
壹
惟

修
誹
、
大
同
於
経
、
嵯
臣
竣
蟻
、
待
罪
風
紀
、
揉
官
追

罰
ヽ
幸
不
詞
鄙
、
乃
重
受
錫
、
天
徳
何
報
、
桑
躯
街
忠
、

岡
極
覆
熹
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐

　

ま
た
許
有
壬
０
「
至
正
集
」
四

秦
王
、
す
な
は
ち
伯
顔
に
賜
は
つ

た一七
に
見
え
る
も
０
は
、
太
師

本
の
践
で
あ
る
。

　
　
　

恭
題
太
師
秦
王
奎
章
閣
記
賜
本

　
　

文
宗
皇
帝
游
心
翰
墨
、
天
縦
之
聖
、
落
筆
過
人
、
得
唐
大

　
　

、
宗
皆
祠
碑
、
遂
釜
超
詣
、
蓋
其
天
機
感
鯛
、
有
非
常
人
～

　
　

所
能
喩
者
、
開
奎
章
閣
、
書
製
文
、
刻
石
閣
中
、
草
本

　
　

出
、
天
下
聳
観
、
掲
如
日
月
雲
漢
之
賞
萬
物
也
、
常
時
霖

　
　

賜
ヽ
非
殊
脊
不
４
　
ヽ
大
師
秦
王
中
書
右
丞
相
奉
賜
本
、
悴

　
　

臣
有
壬
識
之
、
臣
有
壬
穎
惟
、
帝
王
徳
業
、
雖
不
係
乎

　
　

書
、
然
寸
心
之
微
、
衆
欲
攻
之
、
不
惑
馨
色
、
則
荒
游

　
　

吹
、
萬
幾
之
暇
、
誠
絶
衆
欲
、
深
宮
静
几
、
寓
意
乎
書
、

　
　

心
正
筆
正
、
出
治
之
源
、
於
是
乎
清
狗
、
況
記
文
所
謂
、

　
　

崇
徳
楽
道
、
頌
胆
訓
、
戒
守
成
、
遠
不
軌
不
物
、
所
以
陳

　
　

王
１
　
ヽ
詰
孫
謀
者
ヽ
本
末
周
密
ヽ
帝
王
之
道
ヽ
轟
在
是

　
　

矣
、
誠
歴
代
之
大
訓
也
、

　

こ
の
文
で
は
、
文
宗
０
書
法
を
評
し
て
、
唐
の
太
宗
の
１
　
祠

の
碑
を
得
て
か
ら
、
谷
々
超
詣
に
な
ら
れ
た
と
い
ふ
が
、
そ
の

書
が
相
営
の
功
夫
を
積
ん
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
’
は
、
こ
れ
で
も

-75-



30８

窺
０
　
知
ら
れ
る
。
「
書
史
會
要
」
に
、
「
自
ら
寫
き
給
ぴ
し
閣
記

は
、
甚
だ
し
く
１
　
人
の
法
度
あ
り
」
と
い
ふ
０
も
、
全
く
根
も

葉
も
な
い
そ
ら
ご
と
で
は
あ
る
ま
い
。
な
ほ
「
至
正
集
」
４
　
１
八
に

は
、
も
う
一
つ
次
０
文
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
順
帝
０
世
に
再
拓

の
本
を
賜
は
つ
だ
時
０
も
の
で
あ
る
。

　
　
　

恭
題
仇
公
度
所
蔵
奎
章
閣
記
賜
水

　
　

天
歴
二
年
、
文
宗
皇
帝
作
奎
章
閣
、
徴
集
儒
雅
、
講
求
太

　
　

平
、
見
諸
記
文
、
憂
深
思
遠
、
御
製
若
書
、
宏
奥
勁
麗
、

　
　

而
又
鏡
刻
精
至
、
信
一
代
之
文
責
也
、
墨
本
頒
賜
、
止
及

　
　

大
臣
、
皇
上
橿
明
、
思
有
以
披
大
訓
示
百
僚
、
始
及
朝

　
　

著
之
有
聞
者
、
而
加
用
二
璽
焉
、
此
則
懐
慶
路
總
管
臣
仇

　
　

済
、
篤
戸
部
郎
中
時
需
賜
本
也
、
忌
臣
有
壬
識
其
末
、
臣

　
　

頴
惟
帝
王
之
文
、
如
二
典
三
謨
、
於
以
垂
世
立
教
、
帝
王

　
　

之
書
、
如
二
曜
五
星
、
於
以
定
時
成
歳
、
壹
炳
炳
瓊
坦
、

　
　

務
馨
晋
采
色
者
哉
、
文
皇
附
翰
。
於
是
備
矣
、
於
戯
休
哉
、

　

そ
の
ほ
か
蘇
天
縛
の
「
滋
渓
文
稿
」
ぺ
七
に
も
、
「
恭
践
御

１
　
奎
章
閣
記
碑
本
」
が
あ
る
が
、
こ
の
文
０
内
容
は
多
く
経
紀

の
こ
と
に
渉
つ
て
を
り
、
別
０
機
會
に
利
用
し
た
い
と
思
ふ
の

で
、
こ
χ
に
は
引
か
な
い
。
な
ほ
こ
の
記
の
拓
本
の
今
に
傅
は

る
も
０
は
、
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

　

右
に
あ
げ
た
閣
記
の
諸
政
の
ほ
か
、
文
宗
の
御
書
の
践
は
、

し
ば
し
ば
元
季
の
集
に
見
え
る
。
ま
づ
「
道
園
學
古
録
」
一
に
に

は
、
吟
喇
抜
鄙
兄
を
全
章
閣
捧
案
官
に
任
じ
た
際
の
御
１
　
の
政

が
あ
る
。
ま
づ

　
　

皇
帝
聖
旨

　
　
　

特
命
磯
部
狗
書
恰
剌
抜
鄙
兄
充

　
　

’

杢
章
閣
捧
案
官
宜
令
恰
剌
抜
都
見
準
此

　
　
　
　

天
暦
之
賓

　
　

天
暦
二
年
五
月

　
　

日

と
、
御
筆
０
原
文
を
あ
げ
た
上
、
次
０
や
う
に
践
を
書
い
て
ゐ

　
　

磯
部
貨
書
吟
剌
収
郡
兄
之
先
臣
大
傅
右
丞
相
楚
國
公
、
事

　
　

武
宗
皇
帝
、
位
望
隆
重
、
楽
耀
赫
突
、
所
謂
不
貳
心
之

　
　

臣
、
足
以
営
不
世
有
之
恩
者
也
、
営
是
時
。
倚
書
兄
弟
伺

　
　

幼
、
及
其
長
也
、
慨
先
母
之
遭
逢
、
傷
事
愛
之
不
易
、
４

　
　

慣
忠
綬
、
以
報
國
家
、
未
客
一
日
忘
也
、
聖
天
子
撥
乱
反

　
　

正
、
天
下
諭
心
、
伺
書
１
　
侍
機
謀
、
夙
夜
左
右
、
内
則
執

　
　

干
戈
以
備
宿
衛
、
外
則
治
機
楽
以
和
８
　
人
、
従
容
燕
間
、

　
　

尤
秉
謙
惧
、
聖
天
子
御
奎
章
閣
、
尊
徳
性
、
進
儒
臣
、
以

　
　

廷
問
経
術
、
修
文
明
之
治
焉
、
闇
中
別
置
捧
案
官
、
以
命
’

　
　

貴
近
、
伺
書
其
一
也
、
而
孤
蒙
聖
恩
、
親
御
翰
１
　
、
作
勅
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１
　
以
賜
之
、
廷
中
大
臣
、
非
無
賛
書
之
深
厚
、
禁
中
梅
御
、

　
　

非
無
嘉
錫
之
便
蕃
、
未
有
身
営
雲
漢
之
昭
回
、
被
文
章
之

　
　

藻
貧
者
、
天
下
之
至
楽
至
幸
、
何
以
踪
此
、
然
則
臣
子

　
　

者
、
安
敢
不
轟
誠
喝
力
、
以
思
報
於
無
窮
者
哉
、

　

吟
剌
抜
鄙
兄
と
い
ふ
人
物
は
、
鏡
大
訴
の
「
元
浹
氏
族
表
」

で
は
「
部
族
無
孜
者
」
０
中
に
見
え
て
を
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば

文
中
に
父
の
太
傅
右
丞
相
楚
國
公
と
い
ふ
０
は
、
三
賓
奴
で
あ

り
、
「
伺
書
兄
弟
」
と
い
ぶ
の
は
、
吟
剌
技
都
兄
と
兄
の
上
郡

と
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
御
筆
の
践
は
、
黄
一
漕
の
「
黄
學
士
文
集
」

竹
一
一
に
も
見
え
る
・

　
　
　

恭
践
命
恰
剌
抜
鄙
兄
充
捧
案
官
御
筆

　
　

天
暦
二
年
夏
五
月
日
、
皇
帝
坐
奎
章
閣
、
特
降
御
筆
、
以

　
　

磯
部
倚
１
　
吟
剌
抜
都
兄
充
捧
聊
か
、
臣
漕
徹
惟
、
國
朝
任

　
　

官
作
命
、
皆
出
外
廷
、
具
有
品
式
、
捧
案
官
益
中
朝
侍
従

　
　

近
臣
、
且
不
常
設
、
非
可
律
以
定
制
、
故
天
子
親
御
翰
１
　

　
　

以
命
之
、
賓
盛
典
也
夫
、
宜
謹
志
之
、
以
備
舘
閣
故
事
焉
、

　

吟
剌
抜
都
兄
は
、
ほ
か
に
も
深
山
の
御
書
を
頂
い
た
と
見

え
、
「
黄
學
士
文
集
」
の
同
じ
巻
に
は
、
ま
た
次
の
践
が
あ
る
。

　
　
　

恭
践
賜
名
吟
剌
抜
都
兄
御
１
　

　
　

翰
林
學
士
承
旨
恰
剌
抜
都
兄
家
蔵
文
皇
所
賜
御
１
　
墨
本
二

　
　

巻
、
親
筆
二
巻
、
此
賜
筆
之
一
、
蕎
先
朝
官
賜
以
今
名
、

　
　

而
上
復
出
御
筆
、
申
命
之
也
、

あ
と
０
方
に
い
ふ
「
上
」
は
順
帝
で
あ
ら
う
。

　

更
に
「
學
古
録
」
に
見
え
た
聖
旨
０
践
と
し
て
は
、
次
の
や

う
な
の
が
あ
る
。
バ

　
　
　

題
菜
来
學
士
所
蔵
御
１
　
後

　
　

天
暦
二
年
九
月
十
二
日
、
手
詔
一
百
五
字
、
中
巌
夜
啓
門

　
　

禁
之
事
、
先
皇
帝
至
自
上
都
、
次
清
河
幄
殿
御
書
、
今
侍

　
　

書
學
士
臣
柔
朱
、
時
以
中
書
左
司
郎
中
、
充
承
制
學
士
、

　
　

ヽ
受
詔
、
命
将
作
院
織
錦
成
文
、
以
宣
論
雨
部
禁
衛
者
也
、

　
　

欽
惟
先
皇
帝
天
縦
容
聖
、
人
文
宣
昭
、
制
詔
所
頒
、
臨
定

　
　

詳
審
、
親
御
翰
墨
、
端
重
方
賊
、
所
謂
歴
代
賓
之
以
猛
大

　
　

訓
者
也
、
先
皇
帝
上
賓
之
明
年
閏
三
月
、
臣
柔
来
出
此
詔

　
　

本
、
倅
臣
集
識
之
、
臣
等
追
懐
恩
遇
、
不
勝
感
泣
之
至
、

こ
ｐ
御
書
も
原
文
が
抄
録
さ
れ
て
ゐ
る
。
い
は
く
、

　
　

皇
帝
聖
旨

　
　
　

大
郡
上
郡
守
把
城
門
園
宿
軍
官
軍
人
毎
八
剌
吟
赤
毎
根

　
　
　

底
自
今
已
始
夜
遇
緊
急
事
情
開
門
出
入
差
官
将
帯
夜
行

　
　
　

象
牙
圓
牌
織
字

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’
゛

　
　

聖
旨
門
園
官
員
詳
験
端
賓
方
許
開
門
出
雖
有
夜
行
象
牙
圓
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牌
如
無
織
字

　
　

聖
旨
不
以
是
何
官
員
人
等
並
不
許
輯
開
城
門
縦
令
出
入
逞

　
　

之
處
死

　
　
　
　
　
　
　
　

。

　

こ
の
御
書
の
聖
旨
は
、
織
物
に
し
て
門
鑑
の
用
に
あ
て
た
の

で
あ
る
か
ら
、
方
々
に
あ
つ
た
と
見
え
、
許
有
壬
の
「
至
正
集
」

に
ぺ
に
も
、
伯
顔
所
截
の
も
の
の
践
が
見
え
る
・

　
　
　

恭
題
大
師
秦
王
所
蔵
手
詔

　
　

文
宗
皇
帝
チ
詔
、
今
太
師
秦
王
中
書
右
丞
相
持
以
示
臣
有

　
　

壬
、
沖
識
共
後
、
臣
有
壬
恭
讃
、
蓋
以
両
郡
門
禁
、
遇
有

　
　

夜
啓
、
蕉
惟
牙
符
、
申
以
織
文
、
不
具
而
敞
、
富
以
大

　
　

肺
、
所
以
蔽
禁
衛
也
、
臣
有
壬
昔
參
議
中
書
、
皆
出
御

　
　

笥
、
而
小
臣
数
奇
、
不
一
月
憂
去
、
追
恨
不
能
有
一
字
之

　
　

補
、
而
縞
有
説
於
今
焉
、
伏
念
人
君
之
責
、
在
於
得
人
、

　
　

聖
人
有
金
城
、
得
人
之
謂
也
、
惟
太
師
在
天
暦
初
、
営
汁

　
　

兵
衝
、
１
　
謀
秘
策
、
呉
奪
如
神
、
使
乗
輿
遂
京
、
中
原
不

　
　

驚
、
今
年
六
月
、
又
討
不
軌
、
其
難
有
甚
於
汁
者
、
北
ハ
功

　
　

豊
但
護
一
門
、
謹
該
閉
而
已
哉
、
宸
謀
淵
深
、
身
書
周
防
丿

　
　

古
聖
人
重
開
撃
柝
之
意
也
、
若
夫
任
得
其
人
、
則
父
君
逸

　
　

臣
啓
之
大
節
焉
、
臣
有
壬
故
敢
書
此
、
以
助
聖
君
賢
相
揮

　
　

人
之
萬
一
云
、

　

文
中
、
「
臣
有
壬
も
む
か
し
中
書
に
參
議
た
り
し
と
き
に
は
、

賓
に
御
割
に
出
で
た
り
」
と
い
ふ
が
、
許
有
壬
が
１
　
議
中
書
省

事
と
な
っ
た
０
は
、
至
順
二
年
二
月
の
こ
と
と
「
元
史
」
の
本

傅
に
見
え
て
を
り
、
営
時
、
附
令
を
、
文
宗
の
親
筆
で
頂
い
た

０
で
あ
ら
う
。
「
書
史
有
要
」
に
、
「
字
を
作
く
を
喜
み
た
ま
ひ
、

儒
臣
を
進
用
し
た
ふ
ご
と
に
、
或
０
　
は
親
し
く
宸
翰
を
御
し
、

牧
書
を
作
り
て
賜
は
り
ぬ
」
と
い
ふ
０
は
、
事
賓
で
あ
っ
た
。

　

以
上
０
や
う
な
親
筆
の
聖
旨
０
ほ
か
、
し
ば
し
ば
臣
僚
に
御

筆
を
賜
は
っ
て
を
り
、
そ
の
践
も
、
多
く
存
す
る
。
ま
づ
馬
組

常
の
集
に
は
、
健
篤
班
に
賜
は
っ
だ
雪
月
二
字
の
践
が
あ
る
。

釦
Ｊ
皿
心
健
篤
班
の
傅
は
「
新
元
史
」
ぺ
百
七
赤
老
温
の
傅

に
附
見
さ
れ
て
を
り
、
赤
老
温
の
玄
孫
に
あ
た
る
。

　
　
　

恭
題
御
書
雪
月
二
字

　
　

上
日
御
奎
章
閣
、
胎
天
下
之
政
、
蒸
所
謂
未
明
求
衣
、
日

　
　

肝
忘
食
者
也
、
恭
己
南
面
、
不
適
聾
色
、
清
燕
之
頃
、
留

　
　

紳
翰
１
　
、
於
昭
回
雲
漢
之
章
、
尤
見
天
縦
之
聖
也
、
茲
雪

　
　

月
二
字
、
詔
賜
中
奉
大
夫
侍
御
史
互
健
篤
班
、
事
天
子
、

　
　

官
侍
御
史
、
持
千
綱
紀
、
憲
法
是
頼
、
非
有
清
明
之
徳
、

　
　

配
彼
雪
月
者
、
則
天
子
不
以
所
官
官
之
矣
、
聖
人
在
上
、

　
　

量
包
天
地
、
公
塵
小
臣
、
智
識
狭
晒
、
易
足
以
窺
之
、
意
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者
或
萬
一
鰍
、
臣
咀
常
又
得
陪
侍
御
史
下
列
、
乃
屡
臣
篤

　
　

賛
、
遂
告
之
以
是
、
倅
其
子
孫
賓
承
之
、
以
世
其
家
焉
、

　

ま
た
趙
伯
寧
中
丞
に
賜
は
つ
た
雪
林
二
字
０
賛
と
し
て
、
次

の
詩
が
あ
る
。
Ｊ
伯
寧
は
お
そ
ら
く
趙
世
安
の
字
で
あ
ら
う
。

世
安
は
「
蒙
瓦
兄
史
記
」
竹
ハ
の
趙
柔
の
傅
に
附
見
す
る
Ｉ

　
　
　

賛
御
１
　
雪
林
二
字
馬
趙
伯
寧
中
丞
作

　
　

聖
主
敷
文
化
、
皇
臣
得
賓
書
、
方
員
河
洛
出
、
次
舎
月
星

　
　

居
、
偏
重
州
折
古
、
義
文
物
象
初
、
克
勤
資
負
康
、
臍
敬

　
　

頼
儲
青
、
王
錫
非
盤
帯
、
天
光
豊
器
車
、
傅
家
恩
有
渥
、

　
　

訓
蔀
義
無
除
、
浩
浩
氷
華
潔
、
亭
亭
木
本
疎
、
山
輝
因
玉

　
　

潤
、
雲
気
是
龍
嘘
、
螢
爽
才
尤
峻
、
栽
培
力
不
虚
、
明
良

　
　

須
慶
會
、
動
植
楽
舒
徐
、
券
遇
条
金
匿
、
謳
歌
蝋
石
渠
、

　
　

賤
微
司
下
列
、
瞼
呉
舞
階
除
、

　

こ
０
雪
林
の
御
１
　
の
こ
と
は
、
前
に
引
い
た
虞
集
０
「
飛
龍

亭
記
」
に
も
見
え
、
ま
た
掲
佻
斯
に
も
、
次
の
庶
制
の
作
が
あ

る
・
「
掲
文
安
公

　
　

集
」
巻
三

　
　
　

御
１
　
言
林
二
字
賜
趙
中
丞
崖
制

　
　

聖
主
揮
毫
臨
秘
閣
、
親
臣
執
法
坐
崇
殖
、
祚
雲
五
色
従
天

　
　

下
、
彩
鳳
雙
飛
映
日
来
、
政
欲
清
如
林
上
雪
、
ｄ
聞
聾
奮

　
　

地
中
雷
、
君
臣
千
載
明
良
會
、
廻
尺
薇
垣
接
上
台
、

　

更
に
ま
た
興
味
深
い
の
は
、
黄
蒼
の
集
に
見
え
た
次
の
御
書

で
あ
る
。
大
根
に
「
永
懐
」
の
二
字
を
蔭
り
つ
け
、
そ
の
拓
本
を

近
臣
に
下
さ
れ
た
と
い
ふ
０
で
あ
る
。
回
禄
一
文
集
」
大
根
に

字
を
ほ
る
と
い
ふ
習
慣
が
、
支
那
に
あ
る
こ
と
を
、
あ
ま
り
聞

か
ぬ
。
文
を
好
む
ぶ
ほ
い
へ
、
け
つ
き
よ
く
は
蒙
古
人
の
お
ぞ

ま
し
さ
で
あ
ら
う
か
。

　
　
　

恭
践
御
賜
永
懐
二
字

　
　

文
皇
以
萬
機
之
暇
、
游
心
齢
事
、
紳
文
聖
筆
、
冠
絹
古

　
　

今
、
開
１
　
以
佩
刀
刻
蘆
農
根
、
作
永
懐
二
字
、
亦
妙
具
乎

　
　

八
法
、
因
模
篤
墨
本
、
以
賜
近
臣
、
今
翰
林
學
士
承
旨
吟

　
　

剌
抜
都
兄
、
時
方
以
磯
部
侮
１
　
、
入
侍
燕
間
、
輿
被
是

　
　

賜
、
襲
戦
已
久
、
。
恐
人
無
知
者
、
出
以
示
臣
蒼
、
伴
志
于

　
　

下
。
方
、
臣
縞
惟
永
懐
之
義
、
猶
大
雅
之
詩
、
所
謂
永
言
孝

　
　

思
也
、
昔
周
成
王
剪
桐
葉
篤
圭
、
徒
以
賓
其
戯
言
、
而
上

　
　

之
孝
思
、
造
次
不
忘
乎
聖
念
、
度
越
三
代
之
人
主
遠
矣
、

　
　

後
之
史
臣
、
宜
有
述
焉
、

　

な
ほ
「
佩
文
斎
書
書
譜
」
竹
一
に
は
ヽ
袁
中
道
の
「
游
居
録
」

を
引
い
て
、

　
　

元
文
宗
臨
唐
太
宗
永
懐
二
字
、
以
賜
曖
曖
子
山
、

と
い
ふ
曖
帰
子
山
と
は
色
目
人
中
の
書
家
と
し
て
有
名
な
、
ま
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た
近
頃
は
烏
丹
城
の
碑
の
筆
者
と
し
て
有
名
な
康
里
子
山
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
も
こ
０
大
根
０
御
書
の
拓
本
を
下
さ
れ
た
の
で

あ
ら
う
か
。

　

そ
の
他
、
虞
集
０
「
學
古
録
」
に
は
、

　
　

奎
章
閣
有
迢
壁
石
、
奇
絶
名
世
、
御
書
其
上
曰
、
。
奎
章
元

　
　

玉
、
有
勅
命
集
賦
詩
。
臣
再
呉
稽
首
而
献
詩
曰
、

云
云
と
、
奎
章
閣
庭
前
の
石
に
「
奎
章
元
玉
」
０
四
字
£
か
き

つ
け
た
の
を
た
Ｘ
へ
た
長
い
五
言
律
詩
が
あ
り
心
ま
た
そ
Ｏ

「
趙
中
丞
書
像
賛
」
八
八
に
は
ゝ

　

趙
世
安
の
書
像
に
「
親
し
く

翰
１
　
を
御
し
て
、
勅
を
そ
の
上
に
書
し
た
ま
う
た
」
と
い
ふ
。

と
に
か
く
字
を
書
く
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
す
き
で
あ
つ
た
ら
し

い
。
ま
た
書
を
好
む
結
果
と
し
て
。
紙
１
　
な
ど
も
大
い
に
念
を

入
れ
た
。
「
學
古
録
」
に
は
、
「
附
朱
萬
初
」
と
い
ふ
七
絶
が
四

首
あ
る
が
、
祐
こ
そ
０
一
つ
に
は
、
‘

　
　

耳
紹
鳴
属
入
明
光
、
新
１
　
初
成
進
御
床
、
草
野
小
臣
春
夢

　
　

短
、
揃
懐
染
翰
侍
君
王
、

と
い
ひ
、
そ
の
自
注
に
、

　
　

天
暦
己
巳
、
天
下
大
定
、
中
外
叉
安
、
天
子
始
作
奎
章
之

　
　

閣
于
宮
廷
之
酉
、
日
親
御
翰
１
　
、
時
条
公
存
初
、
康
里
公

　
　

子
山
、
皆
近
侍
閣
下
、
以
朱
萬
初
所
製
１
　
進
、
大
柄
旨
、

　
　

得
祗
食
蓼
文
之
館
、
其
名
籍
甚
、
遍
在
草
野
、
豊
勝
千
古

　
　

之
思
乎
、

と
い
ふ
。
柴
公
存
初
、
す
な
は
ち
阿
条
と
。
康
里
公
子
山
、
す

な
は
ち
曖
曖
と
が
、
墨
工
朱
萬
初
の
墨
を
進
め
た
の
が
、
・
大
い

に
気
に
入
り
、
萬
初
を
器
林
館
の
役
人
に
取
り
立
て
尭
と
い
ふ

の
で
あ
る
、
ま
た
萬
初
は
、
の
ち
に
は
製
墨
の
功
に
よ
皿
、
廣

東
照
磨
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
「
學
古
録
」

　

に
は
そ
０
赴
任
を
途
る

詩
も
見
え
る
。
Ｊ

　
　
　

途
朱
萬
初
之
廣
東
照
磨

　
　

聖
主
多
清
暇
、
臨
池
愛
日
長
、
天
章
垂
鳳
彩
。

　
　

雲
気
動
龍
香
、
進
諌
漸
箸
筆
、
乎
書
敢
近
床
。

　
　

承
恩
君
最
蚤
、
服
玉
向
炎
方
、

「
聖
主
清
暇
多
く
、
臨
池
日
の
長
き
を
愛
づ
、
天
９
　
は
鳳
様
を

垂
れ
、
雲
気
は
龍
香
を
動
か
す
」
と
は
、
奎
章
閣
中
に
於
け
る

文
宗
０
生
活
を
活
寫
し
か
も
０
で
あ
ら
う
。
ま
た
傅
若
金
の
詩

集
に
は
、
奎
章
閣
廣
成
局
副
楊
元
成
が
旨
を
奉
じ
て
徽
州
に

紙
を
熟
き
に
赴
く
道
す
が
ら
、
銭
唐
の
わ
が
家
を
過
っ
た
の
を

逍
る
七
律
が
二
首
あ
る
。
Ｓ
弓
一
Ｊ

　

ま
た
文
宗
が
書
を
も
よ
く
し
た
こ
と
は
「
頓
耕
鐘
」
び
一
に

見
え
て
ゐ
る
。
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文
宗
居
金
陵
潜
邸
時
、
命
臣
房
大
年
、
書
京
師
萬
歳
山
、
‐

　
　

大
年
斟
以
未
嘗
至
其
地
、
。
上
索
紙
篤
運
筆
、
布
書
位
置
、

　
　

令
按
藁
圖
上
、
大
年
得
藁
敬
蔵
之
、
意
匠
経
管
。
格
法
逍

　
　

整
、
雖
積
學
専
エ
、
所
莫
能
及
、

　
　
　

’

　

こ
ｏ
記
事
、
多
少
ｏ
縁
飾
は
あ
ら
う
。
と
共
に
、
全
く
の
縁

飾
の
筆
で
も
あ
る
ま
い
。

　

ま
た
か
く
書
書
の
才
を
そ
な
へ
て
ゐ
た
０
み
な
ら
す
、
漢
文

の
讃
書
力
も
相
営
心
も
ｏ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
が
あ

る
。
蘇
天
爵
の
「
馬
文
≪
＜
･
＜
墓
誌
銘
」
、
す
な
は
ち
馬
阻
常
の

墓
誌
銘
を
讃
む
と
、
陥
四
皿
文
宗
は
深
く
阻
常
の
文
を
愛
し
、

「
中
原
に
碩
儒
な
し
と
我
か
謂
ふ
」
と
い
っ
た
と
見
え
、

　
　

文
宗
最
喜
公
文
、
嘗
擬
藁
進
、
上
目
、
敦
謂
中
原
無
碩
儒

　
　

乎
、

欧
陽
玄
の
「
掲
文
安
公
墓
誌
銘
」
、
す
な
は
ち
掲
侯
斯
の
墓
誌

銘
に
は
、
文
宗
は
倹
斯
の
撰
進
し
た
「
経
世
大
典
」
の
秋
官
憲

典
の
部
分
を
讃
ん
で
、
ま
る
で
唐
律
の
や
う
だ
と
感
歎
し
、
ま

た
侯
斯
の
「
太
平
政
要
」
の
文
を
ば
、
い
た
く
喜
ん
だ
と
い
ふ
。

　
　

在
奎
章
時
、
上
寛
所
撰
秋
官
憲
典
、
驚
日
、
茲
非
唐
律
乎
、

　
　

叉
覧
所
進
太
平
政
要
四
十
九
章
、
喜
而
呼
其
宇
、
以
示
豪

　
　

臣
日
、
此
朕
授
経
郎
掲
曼
碩
所
進
、
卿
等
試
観
之
、
其
本

　
　

常
置
御
楊
側
。

　

か
く
文
臣
の
文
章
を
批
評
し
得
た
と
い
ふ
こ
と
唸
、
そ
の
読

書
の
能
力
を
思
は
す
も
０
で
あ
る
。
か
の
。
「
経
世
大
典
」
が
、

そ
の
序
録
に
も
い
ふ
や
う
に
、
「
國
語
を
爾
雅
に
通
じ
て
、
吏
撹

の
繁
僻
を
斜
き
」
、
悩
纒
人
迎
従
来
の
口
語
ま
じ
り
の
妙
ち
き

り
ん
な
官
文
書
を
、
す
っ
か
り
文
語
に
改
め
て
ゐ
る
の
は
、
文

宗
の
好
倚
を
反
映
し
た
も
ｏ
で
あ
ら
う
。
ま
た
、
傅
若
金
の

「
憶
昔
行
途
雅
琥
正
卿
」
０
序
の
注
に
は
ヽ
「
剱
作
皿
　
　
1
1

　
　

初
名
雅
古
、
登
天
暦
第
、
御
筆
改
雅
琥
、

と
い
ふ
。
も
と
の
名
の
「
雅
古
」
が
あ
ま
り
に
も
を
か
し
い
と

思
っ
て
、
「
雅
琥
」
と
直
し
て
や
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
漢
字

に
對
す
る
能
力
で
あ
る
。

　

更
に
ま
た
帝
０
漢
書
に
對
す
る
興
味
を
語
る
も
の
と
し
て

は
ご
瓦
末
明
初
の
人
ヽ
長
谷
薦
逸
の
「
農
田
鯨
話
」
［
四
］
Ｊ
一
匹
四

に
、
次
の
一
條
が
あ
る
。

　
　

上
海
章
了
堂
、
宋
故
家
也
、
家
蔵
書
至
全
備
、
前
元
文
宗

　
　

時
、
講
箆
語
及
唐
聶
夷
中
詩
、
上
詞
共
有
文
集
否
、
諸
學

　
　

士
皆
以
未
聞
對
、
或
進
言
章
氏
截
書
之
富
、
遂
特
旨
下
訪

　
　

其
家
、
果
有
聶
集
、
上
之
、
勅
授
某
州
教
授
以
族
之
、

　

聶
夷
中
と
い
ふ
の
は
、
例
の
「
誰
念
盤
中
餐
、
粒
粒
皆
辛
苦
」
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と
い
ふ
「
田
家
」
の
詩
、
ま
た
「
二
月
資
新
絲
、
五
月
耀
新
穀
、

叙

　
　

瞥
得
眼
前
癒
、
副
却
心
頭
肉
」
云
云
と
い
ふ
「
詠
田
家
」
の
詩

　
　

の
作
者
と
傅
へ
ら
れ
る
晩
唐
０
詩
人
で
あ
る
が
、
こ
の
二
首
と

　
　

も
に
寺
小
屋
む
き
０
詩
で
あ
る
。
文
宗
が
聶
夷
中
の
名
を
知
っ

　
　

て
ゐ
た
０
は
、
英
宗
が
皮
日
休
の
詩
を
暗
ん
じ
て
ゐ
た
の
と
同

　
　

様
、
通
俗
０
選
本
か
ら
出
る
智
識
か
も
知
れ
ず
、
必
ず
し
も
讃

　
　

書
の
廣
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
に
い
が
、
た
と
ひ
さ
う
で
あ
る
に

　
　

し
て
も
、
夷
中
０
詩
０
全
集
を
捜
さ
せ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
や

　
　

は
り
漢
文
に
對
す
る
興
味
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
帝
は
幼
時
か
ら

　
　

冷
書
を
好
み
、
そ
０
こ
と
は
兄
の
明
宗
も
認
め
て
ゐ
た
と
い
ふ

　
　

紀
事
も
、
「
元
史
」
に
あ
る
。
す
な
は
ち
撒
迪
、
鳶
そ
ら
く
奎
章

　
　

閣
侍
書
學
士
撒
迪
で
あ
ら
う
が
、
明
宗
奉
迎
の
使
者
遡
し
て
派

　
　

遣
さ
れ
た
と
き
、
明
宗
は
次
０
や
う
な
言
傅
て
を
し
た
と
、
「
明

　
　

宗
紀
」
の
天
暦
二
年
正
月
の
條
に
見
え
る
。

　
　
　
　

遣
撒
迪
等
還
京
師
、
帝
命
之
曰
、
朕
弟
元
嘗
費
観
１
　
史
、

　
　
　
　

速
者
得
無
慶
乎
、
漉
政
之
暇
、
宜
親
賢
士
大
夫
、
講
論
史

　
　
　
　

籍
、
以
知
古
今
治
既
得
失
、
卿
等
至
京
師
、
常
以
股
意
論

　
　
　
　

之
、

　
　
　
　

こ
の
話
が
本
営
で
あ
る
か
ど
う
か
、
い
ひ
か
へ
れ
ば
、
兄
の

　
　

明
宗
の
方
も
「
讃
書
を
怠
ら
ぬ
や
う
弟
に
い
っ
て
く
れ
」
と
い

ふ
程
の
文
化
人
で
あ
つ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は
ち
と
疑
は
し

く
、
文
宗
の
史
臣
の
潤
色
に
出
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、
た
と

ひ
史
臣
の
潤
色
に
出
る
に
し
て
も
、
か
う
し
た
潤
色
は
文
宗
Ｏ

好
む
も
の
で
あ
り
、
ま
た
か
う
し
た
潤
色
に
堪
へ
る
だ
け
の
も

の
は
、
も
つ
て
ゐ
■
ｋ
'
K
i
思
は
れ
る
‘
な
ほ
「
文
宗
紀
」
の
天
暦

二
年
春
正
月
庚
辰
の
條
に
は
、

　
　

賜
潜
邸
説
書
劉
迢
衡
等
四
人
官
従
七
品
、
蔀
・
允
等
十
六
人

　
　

官
従
八
品
、

と
、
諸
王
時
代
の
先
生
に
行
賞
の
あ
つ
た
む
ね
を
、
記
し
て
ゐ

　

も
つ
と
も
。
帝
自
身
、
漢
文
が
綴
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は

疑
は
し
い
。
葉
子
奇
の
「
草
木
子
」
酪
に
は
、
帝
が
燕
眠
木
兄

に
迎
へ
ら
れ
て
南
方
か
ら
大
部
に
向
つ
だ
時
の
作
と
し
て

　
　

穿
了
腿
杉
便
著
鞭
、
一
鈎
残
月
柳
梢
逡
、
雨
三
鮎
露
滴
如

　
　

雨
、
五
六
箇
星
搦
在
天
、
犬
吠
什
暇
人
過
語
、
鶏
鳴
茅
店

　
　

客
驚
眠
、
須
災
捧
出
扶
桑
日
、
七
十
二
峯
部
在
前
、

と
い
ふ
の
を
あ
げ
て
ゐ
る
が
、
「
元
詩
紀
事
」
に
よ
れ
ば
、
明
の

太
岨
に
も
、
同
じ
や
う
な
詩
が
あ
る
よ
し
で
、
果
し
て
文
宗
Ｏ

作
か
ど
う
か
疑
は
し
い
。
い
づ
れ
に
し
て
も
、
あ
ま
り
上
手
な

詩
で
は
な
い
。
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最
後
に
、
奎
章
閣
に
開
す
る
蔀
文
を
、
な
ほ
な
に
が
し
か
抄

録
し
て
お
か
う
。
ま
づ
虞
集
０
「
道
園
學
古
録
」
に
は
、

　

奏
開
奎
章
閣
疏
２
１
十

臣
某
等
言
、
特
奉
聖
恩

●

　

●

肇
開
１
　
閣
、
将
憚
萬
幾
而
就
快
、

　
　
　
　
　

游
六
蕗
以
無
篤
、
此
濁
断
於
容
思
、
而
昭
代
之
盛
典
也
、

　
　
　
　
　

乃
倅
臣
等
、
並
備
閣
職
、
感
茲
柴
幸
、
梶
布
愚
恍
、
欽
惟

　
　
　
　
　

皇
帝
陛
下
、
以
聡
明
不
世
出
之
貿
、
行
古
今
所
難
能
之
事
、

　
　
　
　
　

以
言
乎
渉
歴
、
則
衡
慮
困
心
、
理
秀
之
日
久
、
以
言
乎
戮

　
　
　
　
　

定
、
則
撥
飢
反
正
、
文
治
之
業
隆
、
然
而
功
成
不
居
、
位

　
　
　
　
　

定
不
有
、
謙
遜
有
光
於
尭
舜
、
優
游
方
擬
於
義
黄
、
集
票

　
　
　
　
　

玉
於
道
山
、
植
衆
芳
於
鑑
圃
、
委
懐
潜
泊
、
造
道
精
微
、

　
　
　
　
　

若
稽
在
昔
之
傅
聞
、
獣
比
於
今
之
善
美
、
而
臣
等
躬
逢
盛

　
　
　
　
　

事
、
學
愧
前
修
、
雖
既
端
於
論
思
、
惟
無
堪
於
稗
補
、
然

　
　
　
　
　

敢
不
詠
歌
雅
頌
、
極
襄
賛
之
形
容
、
探
哨
四
書
、
玩
盈
虚

　
　
　
　
　

之
来
往
、
翼
心
紳
之
融
會
、
成
徳
性
之
純
煕
、
揆
微
志
而

　
　
　
　
　

匪
能
、
誠
至
願
其
如
此
、
仰
所
天
日
、
俯
察
薗
莞
、
臣
某

　
　
　
　
　

等
不
勝
蜷
恰
之
至
、

　
　
　

こ
れ
は
天
暦
二
年
開
閣
の
富
初
に
た
て
ま
っ
っ
だ
も
の
ら
し

　
　

く
、
「
聴
明
不
世
出
０
資
に
よ
っ
て
、
古
今
能
く
し
が
た
き
事
を

ｍ

　

行
ひ
」
給
０
　
な
が
ら
ぺ
功
成
り
゛
１
　
め
た
ま
は
ず
ヽ
位
定
れ
る

に
有
ち
た
ま
は
ざ
る
」
皇
帝
が
、
つ
ま
り
せ
つ
か
く
帝
位
に
郎

き
な
が
ら
そ
れ
を
兄
匹
降
ら
う
と
す
る
皇
帝
が
、
今
や
「
萬
幾

を
憚
て
て
侠
に
就
き
、
六
璽
に
遊
び
て
無
篤
な
ら
む
」
と
す
る

篤
に
、
「
肇
め
て
開
き
た
ま
う
た
」
０
が
、
こ
の
余
９
　
の
書
閣
な

０
で
あ
ね
、
そ
の
最
初
０
職
員
た
る
臣
等
は
、
「
雅
頌
を
詠
歌

し
、
国
書
を
探
蹟
し
て
」
、
翼
賛
の
誠
を
轟
さ
ざ
ら
め
や
、
と
い

ふ
の
が
、
そ
の
大
意
で
あ
る
。

　
　
　

奎
章
閣
銘
竹
一
一

　
　

天
暦
二
年
三
月
吉
日
、
天
子
作
奎
章
閣
、
萬
機
之
暇
、
観

　
　

書
恰
紳
、
則
恒
御
焉
、
巨
奉
勅
而
銘
之
曰
、

　
　

惟
皇
穆
清
、
中
正
無
篤
、
翼
翼
具
欽
、
聖
性
日
煕
、
廼
閥

　
　

延
閣
、
左
圖
右
史
、
匪
置
燕
娯
、
稽
古
之
理
、
経
緯
有
文
。

　
　

如
日
行
天
、
爰
刻
貞
玉
、
垂
美
萬
年
、

　

こ
れ
も
４
％
そ
ら
く
は
、
開
閣
富
初
の
も
の
で
あ
ら
う
。
ま
た

詩
で
は
、

　
　
　

同
閣
學
士
賦
金
鴨
焼
香
　
９

　
　

黄
金
鎬
篤
鴨
、
焚
蘭
夕
殿
中
、
窃
窟
韓
斜
月
、
透
迪
動
微

　
　

風
、
綺
席
列
珠
樹
、
華
鐙
連
玉
虹
、
無
眠
待
顧
問
、
不
知

　
　

清
夜
終
、

　
　
　

退
直
同
村
敬
仲
博
士
賦
ぺ
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月
下
白
玉
階
、
露
生
黄
金
井
、
疎
條
栖
鶴
寒
、
衰
慧
流
螢

　

冷
、
懸
同
感
時
康
、
懐
論
畳
宵
永
、
晨
諾
禁
中
来
、
白
髪

　

聊
自
整
、

　
　

八
月
八
日
有
感
題
硯
草
堂
壁
心

　

載
筆
趨
肪
閣
、
探
盛
索
綾
袖
、
坐
錦
秋
日
浄
、
心
折
夜
風

　

高
、
識
字
頭
生
白
、
謀
生
計
韓
悟
、
文
園
多
病
渇
、
常
想

　

賜
蒲
萄
、

　
　

二
十
五
日
即
事
呈
閣
老
諸
學
士
四

　

松
陰
鵠
立
候
宮
車
、
風
途
飛
花
著
白
鼠
、
水
影
漸
移
簾
側

　

畔
、
・
鸞
脈
祗
在
殿
東
隅
ご

　

列
女
圖
、
太
液
雨
鯨
波
浪
動
、
龍
舟
初
試
散
魚
亮
、

い
づ
れ
も
閣
中
の
作
と
思
は
れ
る
。
ま
た

　
　

附
齢
監
小
吏
ぺ

　

廣
術
何
迢
迢
、
楡
槐
蔭
蔽
之
、
鼓
鍾
晨
莫
起
、
車
馬
中
間

　

馳
、
此
有
訪
居
者
、
閉
戸
教
孤
児
、
十
歳
學
文
史
、
十
五

　

従
吏
師
、
丹
青
出
天
性
、
落
筆
有
令
姿
、
齢
監
取
材
伎
、

　

小
大
雄
二
遺
、
署
兄
尭
庫
下
、
除
薄
不
足
篤
、
手
持
一
束

　

書
、
求
以
慰
母
思
、
告
兄
勿
薄
吏
、
公
卿
出
自
茲
、
請
看

　

孟
氏
里
、
何
母
自
有
祠
、

こ
れ
は
駱
文
監
ｏ
給
仕
に
や
っ
た
詩
で
あ
っ
て
、
こ
ｏ
子
は

母
一
人
子
一
人
で
暮
し
て
を
り
、
育
吏
と
し
て
身
を
立
て
よ
う

と
、
「
十
歳
に
し
て
文
史
を
學
び
、
十
五
に
し
て
吏
師
に
従
っ

た
」
が
、
不
思
議
に
綸
心
が
あ
っ
て
、
「
丹
青
の
天
性
に
出
づ
る
」

も
の
あ
り
、
「
筆
を
落
せ
ば
令
き
姿
あ
る
」
ま
Ｘ
に
、
駱
文
監

０
給
仕
と
な
っ
た
。
し
っ
か
り
や
っ
て
、
お
母
さ
ん
を
喜
ば
せ

て
あ
げ
な
さ
い
。
「
公
卿
も
茲
よ
り
出
づ
」
、
元
代
で
高
等
官
に

な
る
に
は
、
青
吏
こ
そ
最
も
便
利
な
階
梯
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
何
九
思
の
「
丹
邱
生
集
」
お
に
は

　
　
　

春
直
奎
章
閣
二
首

　
　

旋
柝
黄
封
日
拙
茶
、
玉
泉
新
汲
味
幽
嘉
、
殿
中
今
日
無
宣

　
　

喚
、
間
捲
珠
腹
看
柳
花
、

　
　

春
末
瓊
島
花
如
錦
、
紅
霧
零
露
張
九
天
、
底
事
君
王
稀
幸

　
　

御
、
儒
臣
日
日
侍
経
鑓
、

　
　
　

ｎ
爵
几

　
　

西
華
門
外
玉
駱
噴
、
新
賜
羅
衣
退
晩
朝
、
掴
枕
魂
清
疎
雨

　
　

暮
。
海
案
銀
燭
度
春
宵
、

　

ま
た
掲
侯
斯
ｏ
「
掲
文
安
公
集
」
四
に
は

　
　
　

憶
昨
四
首

　
　

天
暦
年
中
秘
閣
開
、
授
経
新
月
育
票
材
、
宮
門
待
漏
常
先

　
　

到
、
講
席
収
書
毎
後
回
、
召
試
時
蒙
天
語
勢
、
分
題
不
待
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侍
臣
催
、
満
頭
白
雪
丹
心
在
、
太
液
池
逡
只
凋
来
、

　

黄
涯
の
書
い
た
「
文
安
掲
公
紳
道
碑
」
に
よ
れ
ａ
「
萍
叛
心
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

／

楽
章
閣
授
経
郎
で
あ
っ
た
頃
の
倹
斯
は
、
い
つ
も
徒
歩
で
朝
早

く
誰
よ
り
も
先
に
出
勤
し
た
。
倹
斯
か
ら
経
を
習
っ
て
ゐ
た

「
動
奮
０
子
弟
」
た
ち
は
、
気
の
毒
に
思
ひ
、
金
を
出
し
あ
っ

て
、
馬
を
買
っ
て
上
げ
よ
う
と
し
た
と
い
ふ
。
「
宮
門
に
漏
を

待
つ
此
常
に
先
が
け
て
到
り
」
と
い
ふ
の
は
、
本
営
の
こ
と
を

歌
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
「
召
試
に
は
時
に
天
語
の
勢
ひ
を

蒙
る
」
、
文
宗
は
倹
斯
か
ら
経
を
受
け
て
ゐ
た
公
達
を
時
々
呼
び

出
し
て
、
親
し
く
學
業
の
進
み
方
を
試
験
し
た
ら
し
い
。

　

ま
た
そ
の
第
二
首
は

　
　

宮
草
葱
茸
禁
樹
脊
、
日
趨
延
願
對
凝
暉
、
朝
迎
歩
輦
花
間

　
　

立
、
暮
逍
回
鸞
柳
下
諮
、
碧
殿
軍
浮
蒼
幟
合
、
金
河
北
引

　
　

玉
泉
肥
、
。
幾
廻
弘
慶
門
前
路
、
春
気
濠
濠
欲
渦
衣
、

　

「
幾
た
び
か
弘
慶
門
前
の
路
、
春
戦
濠
濠
と
し
て
衣
を
混
ほ

さ
ん
と
せ
し
」
弘
慶
門
と
い
ふ
の
は
、
興
聖
宮
の
軍
門
で
あ
る
。

そ
の
三
は
、

　
　

己
己
草
儒
映
壁
奎
、
端
陽
侍
燕
賓
慈
西
、
線
分
學
士
親
臣

　
　

逍
、
詩
賜
皇
姑
御
手
題
、
注
酒
含
春
瑶
露
重
、
承
塵
緒
午

　
　

錦
雲
低
、
日
斜
共
出
西
門
道
、
既
酔
楢
能
散
馬
蹄
、

　

「
端
陽
に
は
宴
に
侍
せ
り
賓
慈
の
西
」
、
賓
慈
殿
と
は
興
聖
宮

の
西
殿
で
あ
っ
て
、
朱
侑
氏
０
「
元
大
都
宮
殿
圖
考
」
に
よ
れ

ば
、
ち
や
う
ど
奎
章
閣
に
あ
た
る
。
「
詩
は
皇
姑
に
賜
ふ
に
御

手
づ
か
ら
題
し
た
ま
ひ
し
」
、
「
皇
姑
」
と
は
、
例
の
魯
國
大
長

公
主
で
あ
る
。
端
午
に
は
文
宗
か
ら
手
あ
っ
い
む
く
り
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
に
は
御
筆
の
詩
が
そ
は
っ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
前
に

引
い
た
桐
九
思
の
「
宮
詞
」
に
も
見
え
る
。
そ
の
四
は

　
　

奎
章
分
署
隔
窓
紗
、
不
断
香
風
別
殿
花
、
留
守
日
頒
中
賜

　
　

果
、
宣
徽
月
送
上
供
茶
、
諸
生
講
罷
働
番
直
、
學
士
吟
成

　
　

毎
自
誇
、
五
載
光
陰
如
過
客
、
九
疑
無
處
望
重
華
、

　

ま
た
次
の
や
う
な
懐
奮
の
作
も
あ
る
。

　
　
　

十
月
十
八
日
片
南
郊
章
宿
ヽ
夢
先
帝
召
見
便
殿
ヽ
手

　
　
　

賜
橘
花
一
枝
、
有
感
而
作
、

　
　

涙
轟
烏
競
不
可
輦
、
傅
宣
忽
降
白
雲
聞
、
天
華
呉
舞
君
王

　
　

賜
、
夢
断
斎
廬
月
満
壇
、

　

ま
た
傅
若
金
の
「
傅
輿
礪
詩
集
」
四
に
は
い
ふ
、

　
　
　

途
金
章
典
書
王
可
賓
防
陳

　
　

儒
臣
侍
講
黄
金
殿
、
閣
吏
依
光
白
玉
除
、
親
在
未
浩
三
釜

　
　

縁
、
使
回
先
寄
数
行
書
、
叢
豪
日
暮
啼
烏
鳥
、
蔡
水
霜
清

　
　

見
鯉
魚
、
防
到
高
堂
説
文
治
、
五
雲
遥
指
帝
王
郷
、
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